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計画書には書かれないケア

　まだ歩き始めない子どもと暮らしてい
る母親，ごみと暮らしている老婦人，老
親のベッドの脇で眠る娘，引きこもり，
介護を放棄しているかのような息子，痛
い注射を嫌がる女の子……。みんな違う
物語の中で主人公として登場する人々で
す。でもそれは，読者である私が第三者
の立場で見た世界で，その世界を主人公
の視点から捉えれば，歩き始めてはいな
いが愛に包まれた親子であるし，ごみで
はなく大切な品であるし，介護負担では
なく温かい母とのかけがえのない時間で
あるし，インスタントの味噌汁をうまい
と言う父がいます。
　そうした物語に第三者としての訪問看
護師が登場します。彼らはこうした生活
者を前に，何をしているのでしょう。
『家でのこと』に描かれている看護師の
行いは，生活者に静かに語りかけ，伸び
きった爪を切ることから始まり，特別な
ことはしなくてもその人を認め，独居高
齢者の隣人に見守りを頼み，あるときは
黙って待ち，連れ合いを亡くした老人を
しばらく気にかけてみるといったことで
す。看護師が計画書に書く内容はほとん
どクローズアップされないのです。それ
がむしろ面白く，そこに訪問看護の本当
の価値があると感じることができます。

訪問看護の真の価値と成果

　『家でのこと』に登場する訪問看護師
は，主人公に怒られたり拒否されたり，
応援されたり，頼られたり，託されたり
します。大事なのはその人をまずは受け
入れること，興味を持って知ろうとする
こと，関わり続けることといった行いで
あって，こうした行いを学ぶことで自分
自身が成長していくのです。では，訪問

看護師が学びを深めることでの成果は何
でしょうか─。
　この本を読むと，結局は何かを変える
ことではないけれど，お互い心が豊かに
なることが成果として見えたりもして，
そこもまた面白く納得することができま
した。訪問看護サービスを導入し，それ
をきっかけにデイサービスの利用につな
がったとか，独居高齢者の施設入所につ
ながったことなどで訪問看護の価値を評
価することがしばしばありますが，それ
だけではないということです。その人が
その人の思うように暮らし続けることが
できれば，それが成果であってよいので
す。

そのままもまんざらでもない

　このところ，「独り暮らしで動けなく
なったらどうすればいいんですか？」と
悩む初老期の人々に出会うことが多いで
す。家での1人ひとりの物語は，皆が
知っていることではなく，当事者と専門
職だけが知ることです。その一般には見
えない暮らし方があることを，この漫画
で感じてほしいと思います。
　今，国全体でアドバンス・ケア・プラ
ンニングが推進されていますが，ここに
登場する主人公たちは，特別な意思決定
をしないまま，暮らしているように思い
ます。そうだとしても，まんざらでもな
い感じが漂い，ほのぼのと心が温まる気
持ちがするんですよね。
　よどんだ空気，よれよれの皮膚，居間
での摘便，味噌汁にお団子，アジサイに
柿の種，リアルな物語をリアルな色彩の
漫画が語りかけてくるようです。漫画だ
からこそ伝わる空気があり，物語だから
こそ時空を超えて人が人をケアすること
の意味を表現できたのではないかと感じ
ました。

何も変わらないけど，
訪問看護なんです
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